
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標 

確かな知恵を養おう  豊かな心を育てよう 

健やかな体をつくろう 逞しい実践力を身につけよう 

【枝中をつなぐ合言葉】 

よし！ やってみよう！ 

 
 

９月１５日（火）に１日防災学校を行いました。目的は次の２点。 

「非常事態の発生に際し、迅速な判断と的確な準備や支援について考え、 

基本的な知識と経験を身につけるものとする。」 

「防災教育を通じて、地域の防災資源がわかり、活用ができること、また役割などの人的な貢献に 

ついて学ぶものとする。」 

午前中（３・４校時）は自衛隊旭川地方協力本部、枝幸町役場防災課、枝幸 

消防署の皆さんのご指導のもと、学年ごとに ①救急法訓練 ②防災道具につ 

いて（発電機） ③ダンボールベッド設営 を学びました。普段なかなか目に 

することのない内容で、子どもたちは貴重な体験をすることができました。 

午後からは地震によって発生した火災を想定した避難訓練を行いました。昨 

年度は津波が起こったと想定して学校校舎内での垂直避難でしたが、今年は北 

幸公園へ避難しました。総括の中で枝幸消防署の方からは、いざというときの 

行動の大切さについて説明していただきました。 

今年は日本全国で多くの災害が起きています。 

枝幸町はそれほど多くはない町ですが、いざと 

いう時のための知識、そして気持ちの準備をして 

おくことが大切です。 

今回「１日防災学校」を通じて、枝幸町防災監様ほか、防災教育の一層の充実にご尽力いただきました

多くの皆様に、心からお礼を申し上げます。本当にありがとうございました。 

１日防災学校を行いました 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

枝幸中学校からの情報は学校ＨＰでも 

配信中。ＱＲコードからご覧ください！ 

今回の修学旅行を通して 

①上級学校訪問では 

・進路の一つでもある専門学校の雰囲気や授業内容、学校生活を 

実際に体験することで、進路選択に対する意識を高める。 

②観光大使活動では 

・自分たちの住む枝幸の魅力を伝え、改めてふるさとの良さを考える。 

・人との対話活動を通してコミュニケーション能力を高める。 

 

これらのねらいにせまることができるよう、生徒全員で協力しながら準備を進め 

てきました。これらの学ぶ機会はもちろんのこと「エスコンフィールドでのプロ野 

球観戦」「札幌自主研修」「ルスツリゾート（ラフティング・遊園地）」も満喫する 

ことができ、よい思い出となったことでしょう。今年度は特に観光大使活動で、 

「枝幸町観光協会」の皆さんの力もお借りしながら地下歩行空間で取組ができたこ 

とは大きな財産となりました。 

このようにぜひ学んできたことを振り返りながら、今後の学校生活に生かしてほしいと思います。 

宿泊研修を通じて、 

①他地域の自然や歴史、産業、暮らし、酪農業、観光などに 

ついて調べたうえで、自身が地域活性化の担い手となって３ 

年次の観光大使活動でより故郷の良いところを発信できるように故郷への想いを高める。 

②さらに他教科の学習とも関連づけて情報発信する力を養う。 

③３年次の修学旅行に向けて、集団生活の意義などについても学習する。 

という目標をたて、それを達成すべく今年は豊富町で行いました。活動は酪農 

体験、サロベツ湿原センターの散策、豊富牛乳公社工場見学。なかなか枝幸町 

では体験できない貴重なことをこの２日間で体験することができたはずです。 

もちろん次年度の修学旅行に向けての集団生活についても学んできました。 

様々なところでお世話になった方々に、感謝の気持ちを忘れることなく現在振り返り作業を行っています。 

「枝幸について資料の活用や地域資源を利用した探究的な 

学習を通して、地域についての学びを深めるとともに必要な 

情報を収集するための力を高め、他教科の学習と関連づけて 

情報発信する力を高める。」という単元の目標を実現するために、漁業、観光、農業、林業の４分野でお世話に

なって学びを深めてきました。 

実際に現地へ足を運び、直接地域の方たちからお話を聞くことで、新しい発見なども 

あったのではないでしょうか。午前中の短い時間ではありましたが直接担当の方からの 

説明を聞き、質問をすることで大変充実した時間となりました。 

この学習に協力していただいた「枝幸漁業協同組合」「枝幸町観光協会」「宗谷南農 

業協同組合」「枝幸町役場農林課」の皆様方にはお忙しいところ、大変お世話になりま 

した。今後とも、子どもたちが枝幸町の学びを深めるためにもご協力をお願いいたします。 

 


